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【策定の趣旨】 
 

 
 

  
＜計画策定のねらい＞  
 

社会経済の急激なグローバル化とともに，少子高齢化や，過
疎化（地域の衰退），高度情報化，さらには新たな経済格差の
発生等が，地域社会をはじめ私たちの暮らしや考え方，人生の
設計，教育のあり方等に広く影響を及ぼしています。  

このように社会や生活が変化する中で，生涯学習の推進にお
いては，多様化・高度化する県民の学習ニーズに引き続き応え
るとともに，社会全体で取り組む教育の推進や，時代の要請で
ある「新しい公共」を担う人材の育成を視野に入れた事業を実
施していくことが求められています。  

そこで，新たに改訂された「茨城県総合計画」並びに「いば
らき教育プラン」の趣旨を踏まえ，本県の生涯学習を計画的に
推進していくため「第４次茨城県生涯学習推進計画」を策定す
るものです。  

 
＜計画策定の背景＞   
 【国の動向】  

・平 成 １ ８年  
１ ２ 月  

「 教 育 基本法」  
「 生 涯 学習の理念」と「生涯学習社会の実現」  
を 新 た に規定。（第３条）  

・平 成 ２ ０年  
２ 月  

「 新 し い時代を切り拓く生涯学習の振興方策 に  
つ い て ～知の循環型社会の構築を目指して～」  
（ 中 央 教育審議会答申）  
目 指 す べき施策の方向性を，「国民一人一人の生
涯 を 通 じ た 学 習 の 支 援 」 と 「 社 会 全 体 の 教 育 力
の 向 上 」 に 集 約 し ， そ の 具 体 的 な 方 策 に つ い て
提 言 。  

・平 成 ２ ０年  
６ 月  

「 社 会 教育法」  
「 生 涯 学 習 」 の 用 語 を 明 記 。「 家 庭 ・ 学 校 ・ 地 域
の 連 携 及び協力の促進」を努力義務として新たに
規 定。（ 第３条）  
社 会 教 育 に お け る 人 々 の 学 習 成 果 を 活 用 し て 活
動 す る 機会の提供を追加規定。（第５条）  

 
【課   題】  

・家庭の教育力や地域の教育力の低下への対応  
・規範意識の低下への対応や基本的生活習慣の確立  
・それぞれのライフステージに応じて，学び続けることがで  

きるための学習機会や学習情報の提供等  
・学習成果の評価と活用  
・「新しい公共」を担う人材の育成  
 
これらは，生涯学習が新しい段階に差しかかっていることを

示すものであり，こうした課題に対応していくため，本計画を
策定します。  

 

 

序章 第４次茨城県生涯学習推進計画の策定にあたって  
 


